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五
月
二
四
日
、
岸
田
総
理
の
主
催
の
下
、
米
国
の
バ
イ
デ
ン
大
統

領
、
イ
ン
ド
の
モ
デ
ィ
首
相
、
豪
州
の
ア
ル
バ
ニ
ー
ジ
ー
首
相
が
、

東
京
で
会
合
し
た
。「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
へ
の
強

い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
共
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
よ
う

な
事
態
を
イ
ン
ド
太
平
洋
で
決
し
て
許
し
て
は
な
ら
な
い
旨
が
明
確

に
示
さ
れ
た
。
地
域
に
具
体
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
実
践
的
協
力
も

外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
審
議
官

日
米
豪
印
協
力
担
当
大
使

遠
藤
和
也

え
ん
ど
う　

か
ず
や　

一
九
九
〇
年
外
務

省
入
省
。
南
東
ア
ジ
ア
第
一
課
長
、
在
米
大

使
館
参
事
官
、
在
中
国
大
使
館
公
使
、
国

連
政
策
課
長
、
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
第
一
課
長
、

官
房
総
務
課
長
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
審
議

官
な
ど
を
経
て
、
二
〇
二
一
年
よ
り
現
職
。

日
米
豪
印（
ク
ア
ッ
ド
）首
脳
会
合

の
意
義
と
成
果

ク
ア
ッ
ド
の
協
力
分
野
が
広
が
る
。

写
真
は
、
五
月
二
四
日
に
日
米
豪

印
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の
創
設
を
宣

言
す
る
岸
田
首
相
と
米
豪
印
首
脳

（
ロ
イ
タ
ー
／
ア
フ
ロ
）

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」と
い
う
目
標
を
共
有
す
る
四
ヵ
国
。

米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確
保
し
つ
つ
、

地
域
情
勢
、
ワ
ク
チ
ン
供
与
、
開
発
金
融
、
気
候
変
動
、
宇
宙
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
具
体
的
な
協
力
を
積
み
重
ね
る
こ
の
枠
組
み
は
、

日
本
外
交
に
何
を
も
た
ら
す
か
。
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一
層
進
め
ら
れ
た
。

　

豪
州
で
は
、五
月
二
一
日
の
総
選
挙
の
結
果
、政
権
交
代
が
起
こ
っ

た
ば
か
り
。
ア
ル
バ
ニ
ー
ジ
ー
首
相
が
就
任
宣
誓
直
後
に
東
京
行
き

の
飛
行
機
に
搭
乗
し
、
会
合
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
四
ヵ
国
の
取
り

組
み
の
強
靱
さ
、
参
加
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
強
さ
を
示
す
結
果

と
な
っ
た
。

　

以
下
、
日
米
豪
印
協
力
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
意
義
、
五
月
二
四

日
の
首
脳
会
合
の
成
果
と
今
後
、
の
二
つ
に
分
け
て
述
べ
た
い
。

日
米
豪
印
協
力
の
経
緯
と
意
義

　

地
域
協
力
の
枠
組
み
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
存
在
す
る
。
特

に
近
年
、
首
脳
会
合
も
盛
ん
に
開
催
さ
れ
る
。
最
近
で
は
、
例
え
ば

六
月
二
三
日
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
首
脳
会
合
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
、

二
九
日
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
会
合
や
日
米
韓
首

脳
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
趣
旨
と
目
的
に
応
じ
て
参
加
国
を
定
め
、

協
力
や
連
携
を
同
志
国
間
で
進
め
る
外
交
は
、自
然
な
流
れ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
日
米
豪
印

協
力
、い
わ
ゆ
る
ク
ア
ッ
ド
で
あ
る
。
幅
広
い
協
力
を
進
め
て
お
り
、

近
年
の
協
力
深
化
の
ペ
ー
ス
も
速
い
。

　

日
米
豪
印
協
力
の
歴
史
は
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
の
ス
マ
ト
ラ
沖

大
地
震
、
イ
ン
ド
洋
津
波
被
害
に
さ
か
の
ぼ
る
。
被
災
国
支
援
の
た

め
、
四
ヵ
国
が
コ
ア
・
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
国
際
協
力
を
主
導
し

た
。
そ
れ
が
〇
七
年
の
事
務
レ
ベ
ル
会
合
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
後
、

各
国
・
地
域
の
情
勢
も
踏
ま
え
、
近
年
、
日
米
豪
印
の
対
話
・
協
力

は
と
み
に
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
一
七
年
一
一
月
か
ら
局
長
級
協
議

な
ど
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
始
め
、一
九
年
九
月
に
は
外
相
会
合
が
、

最
初
は
国
連
総
会
の
機
会
に
、
翌
二
〇
年
一
〇
月
に
東
京
で
開
催
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
昨
年
二
一
年
に
は
首
脳
会
合
が
始
ま
っ
た
。
本
年

は
二
月
に
豪
州
で
対
面
の
外
相
会
合
、
三
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
首
脳
会

合
、
そ
し
て
五
月
に
は
東
京
で
対
面
の
首
脳
会
合
と
、
緊
密
な
意
思

疎
通
が
続
い
て
い
る
。

　

事
務
レ
ベ
ル
の
議
論
も
頻
繁
で
あ
る
。
首
脳
ト
ラ
ッ
ク
、
外
相
ト

ラ
ッ
ク
の
下
に
、
シ
ェ
ル
パ
、
高
級
実
務
者
会
合
（
Ｓ
Ｏ
Ｍ
）
の
会

合
の
み
な
ら
ず
、
ワ
ク
チ
ン
、
重
要
・
新
興
技
術
、
気
候
、
イ
ン
フ

ラ
、
サ
イ
バ
ー
、
宇
宙
の
作
業
部
会
を
立
ち
上
げ
、
海
洋
安
全
保
障
、

人
道
支
援
・
災
害
救
援
、
人
的
交
流
も
具
体
化
さ
せ
、
実
践
的
、
実

質
的
な
協
力
を
進
め
る
取
り
組
み
に
育
っ
て
き
て
い
る
。

　

日
米
豪
印
協
力
が
深
化
し
て
き
た
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

四
ヵ
国
は
、
い
ず
れ
も
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の

実
現
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
の
強
化
に
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コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
地
域
に
利

益
を
も
た
ら
す
協
力
を
進
め
る
意
思
と
能
力
を
有
す
る
、
地
域
の
主

要
経
済
で
あ
る
。
一
方
で
国
情
も
、
地
理
的
環
境
も
大
き
な
違
い
が

あ
る
。
決
し
て
同
質
的
な
集
ま
り
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
し
つ
つ
四
ヵ
国
が
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
、
い
ず
れ
も
戦
略
的

意
義
を
見
出
し
て
い
る
。

　

日
本
か
ら
見
れ
ば
、
米
国
の
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を
確
保
す
る
枠
組
み
は
重
層
的
に
必
要
で
、
日
米
豪
印
は
そ

の
主
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。
伝
統
的
に
全
方
位
外
交
を
指

向
す
る
イ
ン
ド
と
の
協
力
関
係
を
深
め
る
観
点
か
ら
も
、
地
域
へ
の

積
極
的
関
与
の
度
合
い
を
増
す
豪
州
と
の
連
携
を
深
め
る
上
で
も
、

戦
略
的
な
意
義
が
あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
秋
に
、
マ
ル
チ
の
会
合
の
機
会
に
四
ヵ
国
の
局
長
級

会
合
を
主
導
し
た
の
は
、
日
本
で
あ
っ
た
。「
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
」
の
考
え
方
の
出
発
点
も
、
同
じ
〇
七
年
八
月
に
当
時

の
安
倍
総
理
が
イ
ン
ド
訪
問
時
に
行
っ
た
「
二
つ
の
海
の
交
わ
り
」

と
い
う
演
説
で
あ
る
。
こ
の
演
説
で
、「
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
は
、
今

や
自
由
の
海
、
繁
栄
の
海
と
し
て
、
一
つ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
結
合

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
地
理
的
境
界
を
突
き
破
る
『
拡
大

ア
ジ
ア
』
が
明
瞭
な
形
を
表
し
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
し
て
、
太
平
洋

と
イ
ン
ド
洋
を
一
体
と
し
て
考
え
る
概
念
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　
「
戦
略
的
」
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
い
ず
れ
か
の
国
へ
の
対
抗
、
牽
制

と
い
っ
た
視
点
で
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
日
米
豪
印
は
決
し
て
そ
う

し
た
趣
旨
の
集
ま
り
で
は
な
い
。
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
も
あ
っ

て
、
地
域
秩
序
に
対
す
る
挑
戦
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
対
応
も
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
日
米
豪
印
は
、

何
か
に
反
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
集
ま
り
で
は
な
く
、
善
き
こ
と
を

進
め
、
価
値
あ
る
も
の
を
守
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

そ
の
守
る
べ
き
も
の
に
は
、
い
か
な
る
形
態
に
よ
っ
て
も
軍
事
、
経

済
、
政
治
的
に
威
圧
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際

秩
序
の
維
持
が
、
当
然
含
ま
れ
る
。

多
岐
に
わ
た
る
合
意
が
な
さ
れ
た
首
脳
会
合　

　

五
月
の
首
脳
会
合
も
、
地
域
情
勢
に
関
す
る
議
論
、
実
践
的
協
力

推
進
に
関
す
る
議
論
の
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。

　

地
域
情
勢
に
関
し
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
イ
ン
ド
太
平
洋
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
率
直
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
法
の
支
配
、
主

権
・
領
土
の
一
体
性
な
ど
の
諸
原
則
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
と
と

も
に
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は
い
か
な
る
地
域
に
お
い
て

も
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信
で
き
た
の

は
、
た
い
へ
ん
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
め
ぐ
っ
て
も
、
会
合
参
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加
国
間
で
立
場
や
考
え
方
が
違
う
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
は
し

ば
し
ば
な
さ
れ
る
。
国
際
情
勢
に
つ
い
て
、
各
国
の
歴
史
的
な
経
緯

や
地
理
的
状
況
に
鑑
み
、
同
志
国
の
間
で
も
立
場
が
完
全
に
一
致
し

な
い
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
そ
れ
自
体
は
全
く
自
然
で
あ
る
。
違
い
を

前
提
に
し
て
相
互
の
理
解
を
深
め
て
協
力
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
日
米
豪
印
四
ヵ
国
の
間
で
は
、
認
識
の
共
有
、
協

力
の
実
績
が
、
現
に
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
で
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
の
認
識
も
、
四
ヵ
国
で
共

有
さ
れ
て
い
る
。

　

会
合
で
は
、
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
北

朝
鮮
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
議
論
に
な
っ
た
。
南
ア
ジ
ア
情
勢
、
テ
ロ
対

応
、
太
平
洋
島
嶼
国
も
、
参
加
国
の
大
き
な
関
心
で
あ
る
。

　

実
践
的
協
力
も
、
会
合
お
よ
び
共
同
声
明
発
出
を
通
じ
て
、
各
分

野
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
協
力
推
進
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
高
め
、

表
明
し
た
協
力
を
実
現
さ
せ
る
上
で
、
首
脳
会
合
は
、
実
に
大
き
な

役
割
を
発
揮
す
る
。
昨
年
来
、
一
つ
の
重
点
分
野
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
が
、
日
米
豪
印
四
ヵ
国
は
、
本
年
五
月

の
首
脳
会
合
時
点
で
、
世
界
に
六
億
七
〇
〇
〇
万
回
分
を
超
え
る
ワ

ク
チ
ン
を
供
給
・
提
供
し
て
き
た
。
本
年
の
イ
ン
ド
製
ワ
ク
チ
ン
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
供
与
に
併
せ
て
、
日
米
豪
三
カ
国
の
協
力
に
も
焦

点
を
当
て
た
共
同
の
引
き
渡
し
式
典
を
行
っ
た
際
は
、
フ
ン
セ
ン
首

相
自
ら
出
席
し
て
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
き

て
い
る
。

　

今
次
会
合
で
の
合
意
は
多
岐
に
わ
た
る
。
イ
ン
フ
ラ
で
は
、
今
後

五
年
間
に
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、
四
ヵ
国
で
五
〇
〇
億

米
ド
ル
以
上
の
更
な
る
支
援
・
投
資
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し
た
。

一
部
の
地
域
諸
国
に
と
っ
て
、
債
務
問
題
へ
の
対
処
能
力
強
化
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
各
国
お
よ
び
開
発
金
融
機
関
が
実
施
す
る
能
力

構
築
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
や
す
く
す
る
よ
う
な
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
も
立
ち
上
げ
た
。

　

気
候
変
動
分
野
で
は
、「
日
米
豪
印
気
候
変
動
適
応
・
緩
和
パ
ッ

ケ
ー
ジ
（
Q-

C
H
A
M
P
）」
を
立
ち
上
げ
、
海
運
・
港
湾
部
門
の

脱
炭
素
化
、
水
素
等
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
、
強
靱
な
イ
ン

フ
ラ
を
含
む
防
災
の
推
進
な
ど
、
幅
広
い
協
力
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
た
。重
要
・
新
興
技
術
に
関
し
て
は
、昨
年
九
月
に
発
出
し
た「
技

術
の
設
計
、
開
発
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
お
よ
び
利
用
に
関
す
る
日
米
豪
印

原
則
」
を
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
分
野
で
深
掘
り
し
た
声
明
を
発
出
す

る
と
と
も
に
、
オ
ー
プ
ン
Ｒ
Ａ
Ｎ
に
関
す
る
日
米
豪
印
連
携
強
化
を

目
的
と
す
る
協
力
覚
書
の
署
名
も
行
っ
た
。

　

宇
宙
に
つ
い
て
は
、
日
米
豪
印
各
国
の
衛
星
デ
ー
タ
を
地
域
諸
国

に
提
供
し
、
気
候
、
災
害
、
海
洋
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
な
ど
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
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一
致
し
た
。
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
て
、
災
害
、
違
法
漁
業

対
処
等
の
た
め
、
船
舶
航
行
等
の
状
況
把
握
を
支
援
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
歓
迎
も
表
明
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お

け
る
大
規
模
災
害
発
生
時
に
効
果
的
な
初
動
対
応
を
可
能
と
す
る
協

力
体
制
を
強
化
し
、
平
時
か
ら
当
局
間
で
定
期
的
に
意
思
疎
通
、
机

上
訓
練
等
を
行
う
仕
組
み
（
日
米
豪
印
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｒ
〈
人
道
支
援
・
災

害
救
援
〉
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
も
立
ち
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
日
米

豪
印
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
創
設
記
念
行
事
も
開
催
さ
れ
、
科
学
、
技
術
、

工
学
、
数
学
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
分
野
の
、
次
世
代
の
優
秀
な
人
材
の
学

位
取
得
を
支
援
す
る
奨
学
金
も
正
式
に
始
ま
っ
た
。

　

今
回
、
実
質
的
な
内
容
の
あ
る
二
度
目
の
対
面
会
合
が
円
滑
に
行

わ
れ
、
第
三
回
の
豪
州
主
催
会
合
へ
の
道
筋
も
つ
い
た
こ
と
か
ら
、

日
米
豪
印
首
脳
会
合
も
巡
航
ス
ピ
ー
ド
に
乗
り
始
め
た
も
の
と
思

う
。

　

今
後
は
、
引
き
続
き
、
地
域
の
た
め
に
役
立
つ
取
り
組
み
と
認
め

ら
れ
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
が
ら
、
四
ヵ
国
の
間
の
協
力
、
連

携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
表
明
さ

れ
た
協
力
を
し
っ
か
り
実
現
し
、
さ
ら
な
る
協
力
を
検
討
し
、
同
時

に
、
戦
略
的
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
首
脳
会
合
終
了
後

も
、
既
に
四
ヵ
国
間
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
意
思
疎
通
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
ヵ
国
間
だ
け
で
な
く
、
地
域
各
国
と
の
意

思
疎
通
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

日
米
豪
印
四
ヵ
国
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
連
携
、
協

力
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
時
折
、
ク
ア
ッ

ド
の
拡
大
と
い
っ
た
議
論
が
外
か
ら
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

日
米
豪
印
は
、
地
域
に
幾
つ
も
あ
る
協
力
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ

る
。
他
の
枠
組
み
を
代
替
す
る
も
の
で
も
な
く
、
地
域
協
力
の
セ

ン
タ
ー
に
座
ろ
う
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
四
カ
国
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
は
こ
の
形
で
維
持
し
つ
つ
、
協
力
の
効
果
を
広
げ
て
い
く
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

　

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）

は
特
に
大
事
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
一
体
性
、
中

心
性
に
揺
る
ぎ
な
い
支
持
を
示
し
な
が
ら
、
日
米
豪
印
と
し
て
の
協

力
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

来
年
二
〇
二
三
年
に
は
、
日
本
で
Ｇ
７
、
イ
ン
ド
で
Ｇ
20
、
米
国

で
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）、
豪
州
で
日
米
豪
印
首

脳
会
合
が
開
催
さ
れ
る
。
諸
般
の
事
情
が
許
せ
ば
、
四
ヵ
国
の
首
脳

が
頻
繁
に
相
互
訪
問
し
合
う
状
況
と
な
る
。
四
ヵ
国
協
力
を
さ
ら
に

深
め
る
よ
い
機
会
が
与
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
見
合
う
実
践
的
協
力

が
深
め
ら
れ
る
よ
う
実
務
的
に
努
力
し
て
い
く
の
が
、
わ
れ
わ
れ
担

当
者
に
課
せ
ら
れ
た
当
面
の
責
務
で
あ
る
。
●




